
間違いだらけの健康知識 
（自分の頭で考えなくては！投資と同じ） 

7年間の日経新聞、約5000冊の雑誌記事をまとめたものである。 
貴重な情報を無料公開！！ 

             
                       改版2025年1月26日 今のままだとあなたは 
無意味なことを続ける！ 



目次 

１．健康診断 
  人間ドック 
２．その医療情報は正しいか？ 
 １）認知症  
 ２） 
３．その手術は必要か？ 
 １）白内障 
４．ひどい診断、検査、手術の実態 
５．日本の手術と薬がおかしい！（世界標準とこんなに違う！） 
６．日本の病院はこんなに怖い！ 
７．明るい希望（最先端医療） 
 １）オンライン診療 
 ２）ガン 
 ３）バイオ 
 ４） 

 
 



健康診断 

 
       

★２０２４年７月京都大とハーバード大が３７０万人健康診断のデーターを分析。 
・健康診断は「健康の道標」どころか「死への道案内」かも？ 

問題点：日本の医療現場で使用される基準値が世界標準と大きく異なる。 
欧米には健康診断が無い。先進国で国を挙げて健康診断を進行しているのは日本位である。 
    健康診断が寿命を延ばすと言うエビデンスはない！ 
    寿命を延ばすどころか縮めるリスクがある。見つけないで良いものを見つけて検査・検査の 
    過剰医療となっている。 

 

★OECDの報告書：日本は高齢化による医療費の財源逼迫の中、「健康促進と疾病の早期発見を目的とした健康診断
を幅広く取り入れているが、異常なほど多くの健康診断を頻繁に行っても効果はなく、費用対効果も低く、有害にすらな
りかねない」 

★世界標準からの乖離：がん検診、健診の実施体制が世界標準からかなり乖離している。 
例：過剰診断 治療の必要の無い「異常」を見つけすぎる。（見つけると精密検査、治療、手術と続いてしまう。） 

★日本の健康診断では戦後に全国一律で始まった。内容がほぼ変わらず現在も引き継がれている。生活習慣病のよ
うに近年新たに加わった検査もあるものの、医学の進歩に伴う修正と変更がほとんど行われないまま、根拠のない検
査が残っている。（７０歳を過ぎると検査がQOLを下げる場合がある。検査の辞め時がある。） 

検診は利益と不利益を考えて自分の頭で考えること！ 
１例→ 

がんと疑いがあるとして約200～300名が精密検査を行
い、その結果75名ががんと診断される。 
（がんでもないのに50～200名が精密検査を受け心
理的苦痛、身体的苦痛を受ける。） 



健康診断（代表的な問題） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バリューム検査：ほとんど日本でしか行われていない。エビデンスもない。 

PSA検査（前立腺がん）：PSA検査が確立され多くの前立腺がんが見つかり治療が行われた。しかし前立腺がんの死亡
率は変わっていない。過剰医療の典型と言われている。 

血圧：血糖値、脂質：本来、男女別、年齢で基準値は変わるべきであるが一律の厳しい値になっている。 
    問題がないのに薬を飲むことで悪い影響が出ている。（脳梗塞、認知症、転倒による骨折など） 
 血圧：降圧剤による脳梗塞が増えている。転倒や事故が増える。１６０以下は降圧剤を飲む必要はない！ 
 血糖値：低血糖発作が増える。 
 脂質（中性脂肪、コレストロール）：欧米の医療界からおかしいと批判されている。重大な副作用を 
                  招いている。 
 

「基準値を超えると病気の懸念がある」という考えは問違いである。つまり、厳しい基準値を設けることに
よって患者が病気にさせられ、副作用が多い薬をのむことになり、製薬業界が儲かる仕組みが作られている。
飲まなくてよい降圧剤により、寝たきり状態になる人もいる。 



健康診断（検査の止め時は？） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７０歳を過ぎると検査がQOLを下げる場合がある。検査の止め時がある。 



健康診断(がん） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→ そもそも胸部X線検査は、‘72年に肺結核の早期発見
の目的で始められたもの。そのため肺がんの早期発見
や死亡リスクの減少につながるエビデンスはなく、実際
にアメリカでは肺がん検診として胸部X線検査は実施さ
れていない。→ほとんど日本でしか行われていない。エ
ビデンスもない。 

 
 

→アメリカ核医学会は “PET検査はデメリットが大きいので健
康な人のがん検診に使ってはいけない’と断言している。 
日本ではビジネスとして多くの企業が参入している。占
い程度と考えるべき。 



健康診断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



健康診断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健診の結果をチェックするためには技術力が必要。 
人間ドックを専門にしている施設の医師は臨床経験が少ない可能性があり、アルバイトで技術力も低いケースも少なく
ない。→検診しても異常を見つけられないケースが多い！ 

BMI：数値を信用するな！痩せている人の方が免疫力が低く病気になりやすい。太っている人よりか痩せている人の方
がデメリットが大きい。２５以下は正常値となってるが、オーバーした２５～２６．９の人の死亡リスクが１番低い！ 

「血圧やコレステロール値など、日本の定期健診で使われる基準値は科学的根拠だけで決められているわけではない。
各学会の権威や、病院や製楽会社の利益、に左右され、“医者ファーストで決められているのが実態。 



がんの種類別かかる率、死亡する率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



がんの種類別かかる率、死亡する率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲状腺がんが大きな話題になり検査を強化した。結果甲状腺がんが
多く見つかり、検査・治療を行ったが死亡率は変わらなかった。→検
診・治療が無意味だっただけではなくいろいろな副作用があった。 

不思議なことに効果あったとの研究は日本だけ！！→ 



健康診断(がん） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

肺がん検診を定期的に受けていなかったB群が、肺
がんを見つけられず死亡率も高いと推測しがちです
が、結果はまったく逆だった。 

ほかの胃がん、子宮頸がん、大腸がん、乳がん検診でも総死
亡の減少が証明されたがん検診は今のところ存在しない。 
→がん検診を受けても余命は延びない。 

６５００名を対象にしたランダム比較試験（A群：１回/半年の肺がん検診を受信、B群：定期検診無し 

英国（オックスフォード大）で行われた放射線検査の実態と発がんの関係を調べる調査では、日本はレントゲン検査が
圧倒的に多く、すべての発がんの4.4%が放射線被ばくによると結論されたデータもある。 

がんを放置すればどんどん成長し、いずれ死に至る。そんなイメージもあるが、実際にはがんのすべてが進行して死に
至るわけではない、「例えば胃がんの場合、1個の細胞ががん化してから死に至るまでは平均25年ほどです。この25年
のうち、『初期のがん』でとどまっている時期が10年から15年といちばん長く、その長い間に検診でがんと判定されたら
“いつでも「早期がん」になる。しかし最近の研究ではその後、がんの腫瘍が大きくならなかったり、逆に小さくなったり
するタイブがあることがわかってきました」 
乳かんの場合、北欧ノルウェーの調査では、乳がん検診の結果を追跡したところ22%が6年間のうちに自然に
消えたという。「がんは多様な性質を有する何をしても助からないものから、進行が非常に遅く治療をきるも
のまで無数のタイプがあるのです。早期発見、即治療が必ずしも正解とは言い切れないのです」 「がんは多様
な性質を有する病気で、悪性度が非常に高く何をしても助からないものから、進行が非常に遅く治療をしなくても天
寿をまっとうできるものまで無数のタイプがあるのです。 



脳ドック 

 

 
 
 
 

CTやMRIを使って、脳の中を立体画像としてスクリーン上に映し出す脳ドック。日本はCTやMRIの保有台数で世界一を
誇り、MRI１台の価格は億単位になる。資金回収するには検査回数をどんどん増やす宿命を背負う。「検査がたくさん
行われれば、脳内の小さな変化まで見つかり過剰医療を招くケースも多くなる。 

脳動脈瘤が見つかった１０００名を対象に何もしないで追跡調査した。 
治療をしなかった人：５年間で3.8％の人が破裂。 
治療をした人：１年以内に死亡した人2.7％ 
          認知症、半身不随などの後遺症が残った人9.9％ 

計12.6％となり、治療したことにより多く
の人が不幸な結末を迎えた。 



認知症（アルツハイマー）の常識 

アルツハイマーの原因はアミロイドβ の蓄積が、脳細胞の死と思考力や記憶力の低下の引き金であ
る。＝アミロイドβ 仮説 
 
日本国内の認知症患者は700万人、7割はアルツハイマーである。 
アメリカの2050年時点でのアルツハイマー病患者は1,400万人、医療費は2兆ドル（270兆円）になると
予想されている。 
 
この仮説の根拠の大きな１つは2006年に「ネイチャー」に載ったミネソタ大学シルヴァン・レスネ氏の論
文である。（アルツハイマーの原因はアミロイドβ の蓄積であると実験で裏付けた。この論文は他の論
文2,300で引用されている重要な論文である。）しかし、この論文に捏造の疑いが出てきた。2022年7月
22日の「サイエンス」に捏造の疑いありとの論文が載せられた。（70枚以上の論文に使用された画像
に捏造が見つかった。） 
 
この20年で世界の製薬会社がアルツハイマー病治療薬開発に投じた金額は6,000億ドル（約80兆円）。
しかし１つの薬も発見されなかった？ 
（2021年6月にバイオジェン社とエーザイの共同開発の「アデュカヌマブ」がFDA(米食品医薬品局）が
承認された。これに対しFDA諮問委員会の3名は抗議の辞任をした。日本での承認は見送られた。） 
 
2020年12月時点、NIA（NIH（米国立衛生研究所）傘下の米老化研究所）臨床試験はアミロイドβ 以外
を標的にしたものが2/3以上になっている。アミロイドβ 仮説は過去のものになりつつある。 
 
☆コロンビアのメデジン市で７３歳の女性の脳はアミロイドベータが最高レベルに蓄積されていたがア
ルツハイマーを発症していなかった。 
 

 
 

 


